『十六夜日記』「路次の記」の『伊勢物語』第九段との関わり by 玉木, なつめ
『十六夜日記
j
は、
鎌倉時代を代表する日記・紀行文として知
られる。作者阿仏尼は、
建治元（ーニ七五
）
年に夫藤原為家が没
した後、
その遺産の一っ播磨国細川庄の相続に関し、
為家の前要
蓮生女の子で長子の為氏と争う。
そして弘安二(―二七九）年
一
0月一六日、都府へ訴訟するため録倉へ下向した。本作品は、
こ
の下向の旅及び鎌倉での様子を記したも
のである。
末尾に付され
た鶴岡八幡宮への勝訴祈願 長歌 除い 本文
は、
旅立つ経緯や、
出立前の出来事や述懐、
そして鎌倉への旅を綴る前半部分と、
鎌
倉滞在を記した後半部分
とに分けられる。
前半部は「路次の記」、
「道の記」、「旅の記」などと呼ばれ、
後半部は「束日記」とも呼
ばれる。
また、
前半部に関しては、
冒頭から「さのみ心弱くて
も
いかがとて、
つれなくふり捨てつ。」までを「序」とし、
それ以
降の紀行と分ける考え方もある。本稿では 「十六夜日記』本文を
、
序、
紀行、
録倉滞在の記との三つに分け、
紀行を「路次の記」と
して扱う。
『十六夜日記
j
「路次の記」
③字津の山越ゆる程にしも、
阿閑梨の見知りたる山伏、
行き
る ささがにの蜘蛛手あやふき八根を夕暮かけて渡りかね
つ
②
「八橋にとどまらむ」と人々言ふ。暗さに橋も見えずなり
ぬ
。
さて、盆印次の記」では、「伊勢物栢」第九段との関わりが指摘
されている部分が数か所ある。研究者によって若干の違いはあるものの、
以下の三 所においては概ね一致して「伊勢物語
j
第九
段を踏まえているとされている。便宜上①、
②、
③と番号を付し、
それぞれの場面を示す
。
①開田川のわたりにこそありしと開きしかど、
都烏といふ烏
の、
嘴と脚の赤きは、
この浦にもありけり。
言間はむ研と脚と あ ざりし我が来し方の都烏かと
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「伊勢物語」
玉
木
な つ め
第九段との関わり
あひたり
。「歩にも人を」など、
昔をわざとまねぴたらむ心
地していと珍かに、
をかしくも、
あは
れにも、
優しくも堂ゆ゜
「急ぐ道なり」と言へば、
文もあまたはえ害かず、
ただやむ
ごとなき所―
つにぞおと
づれ聞こゆる。
我が心うつつともなし宇津の山夢路も遠き都恋ふと
て
①は、
地の文には地名が明記されていないが、
尾張国の「喝海
潟」での記事である。
ここは「嗚海浦」とも呼ばれるが、「路次
の記」の阿仏尼の和歌に「閲海潟」と見えるの
で、
ここではこ
の
名で表 する。
また、
②は三河
国の「八橋」、
③は駿河国の「宇
津山」 の記事 ある。
次に、「伊勢物語
j
第九段より、
右の①、
②、
③の典拠となる
箇所を示す。便宜上、
⑦、
④、
⑨、
と記号を付している。
⑦むかし、
男ありけり。
その男、
身をえうな
きものに思ひな
して、
京にはあらじ、
あづまの方にすむべき国も
とめにとて
ゆきけり。
もとより友とする
人、
ひとりふたりしていきけり。
道しれる人もなくて、
まどひいきけり。
三河の国八橋といふ
所にいたりぬ。
そこを八橋といひける
は、
水ゆく河のくもで
なれば、
橋を八つわたせるによりてなむ、
八橋といひける。
その沢のほとりの木のかげにお
りゐて、
かれいひ食ひけり。
その沢にかきつばたいとお しろく咲きたり。
それを見て、
｀ 
'』
.,＾t.
ある人のい
はく
、
「かきつばた、
といふ五文字を句のかみに
すゑて、
旅のこころをよめ」といひければ、
よめる。
から衣きつつなれ
にしつましあればはるばるきぬるたぴ
をしぞおもふ
とよめりければ、
みな人、
かれいひの上に涙おとしてほ
とぴ
にけり。④ゆきゆきて駿河の国にいたりぬ。宇渾の山にいたり
て、
わ
が入らむとする道はいと暗う細きに、
蔦かへでは茂り、
もの
心細く、
すずろなるめを見ることと恩ふに、
修行者あひたり。
「かかる道は、
いかでかいまする」といふを見れば、
見し人
なりけり。京に、
その人の御もとにとて、
文かきてつく。
駿河なるうつの山辺のうつつにも猥にも人にあはぬなりけり
⑨なほゆきゆきて、
武蔵の国と下つ総の国
とのなかにいと大
きなる河あり。それをすみだ河といふ。
その河のほと
りにむ
れゐて、
思ひゃれば、
かぎりなく遠くにも来にけるか
な、
と
わぴあへるに、
渡守、「はや船に乗れ、
日も暮れぬ」といふに、
乗りて渡らむとする
に、
みな人ものわぴしくて、
京に思ふ人
なきにしもあ ず。
さるをりしも、
白き烏の、
はしとあしと
赤き、
嗚の大きさなる、
水の上に遊びつつ魚を食ふ。
京には
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見えぬ烏なれば、
みな
人しらず。
渡守に問ひければ、「これ
なむ都烏」といふを聞きて、
名にしおはばいざ言問はむみやこどりわが思ふ人は
あり
やなしやと
「路次の記」と第九段のそれぞれの記事の対応関係は、
①・⑨
、
．②
’⑦、
③'④、
となっている。
「路次の記」では、②と③の記事はやや離れている。
しかし①
と②とは、
間に「二村山」の記
事
二村山を越えて行く。
山も野もいと遠くて、
日も暮れはてぬ
。
はるばると二村山を行きすぎてなほ末たどる野辺の夕
闇
を挟むのみで、
かなり近い位個に配されている。今回は特にこの
部分に注目し、「伊勢物語
j
第九段との関わりについて考察して
いきたい。
二
まずは①から見ていく。「この浦にもありけり」の、「こ 浦
」
というのは、
先にも触
れたが
尾
張国の「嗚海潟」のことである
。
この「嗚海潟」は、「千烏」が和歌によく詠み込まれる場所であ
る。
とよめりければ、
船こぞりて泣きにけり。
折しも浜干烏多く先立ちて行く
も、
しるぺがほなる心地して
、
例えば、『新古今和歌集』には以下の三首が収められている
。
千五百番歌合に
さよ
干烏こゑこそちかくなるみがたかたぶく月にしほやみつ最勝四天王院の障子に、
なるみの浦かきたるところ
風ふけぱよそになるみのかたおもひ思はぬ浪に嗚くちどり
か
捕人の日もゆふぐれになるみがたかへる袖より千烏嗚くな
り
（同・六五0・椛大納言通
光）
六四九と六五0の歌は、
詞昏に見えるが、「最勝四天王院熙子和
芭の歌で、「嗚海浦尾張」に添えられた十首の内の二首である
。
「嗚海浦尾張」には、
これ以外にも「千鳥」を詠んだ歌が三首
あ
｛北ー》る。
この
ように、「千烏」との組み合わせは、「嗚海潟」の典型
的
な詠み方で、
阿仏尼自身も、「叩
9海潟」の干潟を歩きながら
おなじ所
らん
（同・六四九•藤原秀
能）
「新古今和歌集」冬歌・六四八・正三位季能
）
. : 
I 
！ 
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‘`と、浜で遊ぶ「千烏」に目を留め、それ
に寄せた歌を「路次の
記」
に記している。
これ
は従来の「嗚海潟」詠に耶したものとい
えよ
、つ
。阿仏尼が「干烏」を詠んだ和歌の後に続くのが①の記事である。
・「
千烏」を目で追ううちに、
同じく浜辺に居た「都烏」を発見し
た、という所だろうか。
水烏という
繋がりで、「
千烏」
から「都烏」
へと自然に目線が転じられ
。第九段⑨で男が 都烏」を見
た「武蔵の国と下つ総の国とのなか」と、「路次の記」で「都烏」が描写される「鳴海潟」とは、
場所としては相当隔たっているが、
ここでは「千烏」が媒介のような役割を果た
し、
第九段を引き出
すきっかけ
となっていると言えるだろ
う。
この部分では、「隅田
川のわたりにこそ
ありしと開きしかど」という一文や、「嘴と脚
の赤き」という都烏の描写の仕方、
歌の
「言問はむ」という句等、
第九段⑨の表現の摂取が明白である。
また、「ありけり
」の「けり」
とい
う詠嘆から、
阿仏尼がこの「都烏」、
すなわち「伊勢物語」
第九段の世界との逍遇に深い感慨を抱いている様子 伺える。
次に②の「八橘」を見てみる。
この部分では、
阿仏尼の和歌の
二句目にある「蜘蛛手」
が、
第九段⑦の「水ゆく河のくもでなれ
ば、
栂を八つわたせるによりてなむ、
八椅といひける。」を受け
ている。
この歌のよう
に「絹蛛手」を詠むのは、「八橋」の歌の
浜千烏鳴きてぞ誘ふ世の中に跡とめしとは思はざりしを
�� 鼻�｀ 
けん
典型であり、
（「城川百首」橘・一四三八・肥後）
返し（五六
九「たえはつ
る物とは見つつささがにのいと
をたの
める心ぽそさよ」への返歌ー稿者注）
うちわたし長き心はやつはし
のくもでに思ふ事はたえせじ
（「後撰和歌集
j
恋一・五七0•
よみ
人し
らず）
だいしらず
こひせんとなれるみかはのやつはしのく
もでに
ものをおもふ
ころかな
（『続古今和歌集」恋歌―.-0四四•読人不知）
等の歌をはじ
め、
多くの先例がある。
また、
阿仏尼の歌と同じく、
「蜘蛛」の枕詞「ささがにの」を用いている先行歌もある。
ささがにのくもでにみゆる八はしをいかな
る人かわたしそめ
さら
に、
これも
阿仏尼の歌と同じく、「紺妹」と「橋」の縁語で
ある「かく（架く）」を用い
た歌が、
藤原俊成によって詠まれて
いる
。
9,
9疇�ぶ
- 17 -
八橋は名のみして、
橋の方もなく、
なにの見所もなし。
同会（ニー六詞柑「故女院の彼岸の御念仏の会」ー稿者注）の中
の、
橋辺柳
やつはしにみどりの糸をくりかけてくもでにまがふ王柳か
な
（「長秋詠藻」中・ニー七）
ニ
ー六詞柑に見える「故女院」とは、
美揺門院、
すなわち烏羽上
-ii
2) 
皇皇后得子を指す。．以
上から、「ささがにの蜘蛛手あやふき八橋 」の歌は、
悟句
の選択や組み合わせといった点では、「八橋」詠としてごくありふれたものと言える。
さて、
このように、「伊勢物語
j
で「水ゆく河のくもでなれば」
と記され、
それが和歌に詠まれる穀として定滸している「八橋
J
だが、実際どのような様子だったのだろうか。特に 路次の記
J
当時はどうだった か。
それを知るために、「八橋」を訪れた人々
の言を見てみたい。
まず、
早い例としては「更級日記」がある。
この中で、
紐者菅
原孝椋女は、と、
目の当たりにした「八橋」の景が物語上のそれと大きく述っ
ていたことに失望している。
ただし、
これは寛仁四(10二四
）
かくて、
参川国に至りぬ。
雉鯉雖が馬場を過ぎ
て、
数里の
野原を分くれば、
一両の橋を名付けて八橡と云ふ。砂に眠る
鴛菊は、
夏を辞して去り、
水に立てる杜若は、
時を迎へて開
きたり。花は昔の花、
色もかはらずさきぬら
ん、
棉も同じ橋
なれば、
いくたび造りかへつらむ。
柑如世を恨みしは、
肥馬
に駄せて昇仙に帰る、
幽子身を捨つる、
窮烏に類ひてこの橋
を渡る
。
八橋よ八橋、
くもでに物思ふ人 昔も過ぎきや、
橋
柱よ橋柱、
おのれも朽ちぬるか。
空しく朽ちぬるものは今も
又過ぎぬ。この橋の上に思ふ事 誓ひて打ち渡れ
ば、
何となく心も行く
様に氾見えて、・；…
「海道記」に記されているのは、貞応二(―二二三）年の「八橋」
の様子である。年代としては「路次の記」よりも五0余年離れて
や
住みわぴて過ぐる三河の八橋を心ゆきても立ちかへら
ば
次に、「海道記」の記事を引く。
{、t3
)
年の様子を記したもので、
年代としては「十六夜日記』の成立
よ
り二五0年以上も遡る相当古いものであ
る。
そのため、「路次の
記」当時を知る上では重要な証言とは言い難いが、
参考として示
してお
く
。
l
；
I 
I
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おり、
やや古い。「更級日記」では「橋の方もなく」と、
梯その
••ものが無いとされていたが、『
海道記」当時
は、
少なくとも橋は
架かっていたようである。
しかしそれは「一両の橋」であり、
数
の少なさが「八杭」の地名に反している。その地名と実情の矛盾をいささか椰拾して 「一両の橋を名づけて八橋と云ふ。」と、『
海
道記
j
の館者は言うのである。
．次
に、
阿仏尼の著作「うたたね」を見てみる。「うたた
ね」には、
女主人公が遠江国へ下向する場
面があり、
その中で「八橋」に閑
しても言及されて る。
三河国八挨といふ所を見れば、
これも昔にはあらずなりぬる
にや、
橋もたゞーつぞ見ゆる。
かきつばた多かる所と聞きし
かども、
あたりの草も皆枯れたる頃なればにや、
それかと見
ゆる草木 なし。業平の朝臣の「はるf＼きぬる」と嘆きけんも思ひ出でらるれど、「つ
ましあれば」に
や、
さればさら
んと、
少しおかしくなりぬ。
「うたたね
jは阿仏尼の自伝とされてき
たが、田渕句美子氏は「現
実の体験も素材と
して一部用いられているけれども、
多くの虚
構・嗣化が混消していて物語的性格が強い」作品であると述ぺている。
しかし、
この遠江下向に関しては「過去の旅を素材として
取り入れたことは間途いありません。」としている。
阿仏尼の速
江への下向経験については、「続古今和歌集
j
樗旅・九一一ご一
の詞
也に記されており、
また、「十六夜日記』にもその頃を回顧し
た
(It.
）
 
記述が何箇所か見受けられることから、
確かなものといえる。
以
上のことから、
この「うたたね」の「八橋」の記事は虚構ではな
く、
若い頃の阿仏尼が見冊した事実を
記していると考えたい。
ま
た、田渕氏は「うたたね」の成立年代に関して 『線後撰 」が成立した建長三（
l
二五一）年―二月以降、「続古今和歌集
」
が成立した文永二（ーニ六五）年―二月以前ではな
いか、
と大ま
かに推測している。
当然、
遠江下向は「うたたね」執鉦以前の出
来事だが、
正確な時期は分かっていな
い。
そして阿仏尼の出生年
次も未詳 茄禄元（ーニニ五）年前後とされているから、「うたたね」に描かれている「八浜」は、
少なくとも「海道記」以降、
「路次の記」からは三0ー四0年程前の様子と考えられよ
う。
そ
のとき、
若き阿仏尼が見たのは、「橋もたゞ―つぞ見ゆる。」とい
う状態の「八橋」であったのであ 。「昔に あらずなりぬるにや
」
の「昔」とは 伊勢物語
j
第九段のことを指し、「八揺」は「伊
勢物語」の時代とは様子が変わってしまっ よう
だ、
と言っ
ている。
最後に、
飛烏井雅有の仮名日記「春の深山路』から「八橋」に
関する部分を抜き出す
。
八橋は先達どもやうやうに釈きた
り。
蜘蛛手とは昔はいかに
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かありけむ、今はただ二つの橋なり。（中略）杜若も今はなし。何を 句の頭に恒きて、
歌も詠むぺき。
「春の深山路」は、
弘安三年の一年間を
記したものであるから、
この記事は、
阿仏尼が鎌倉へ下った翌年の「八橋」の様子を描写
したも とな
る。年次が非常に近いため、「路次の記 当時の「八
橋」を知る上では最も直要な証言である。当時の「八橋」の様子
．は
、「蜘蛛手とは昔はいかにかありけむ、今はただ二つの検なり。」
と、
や
はり第九段上のそれとは大きく異なっていたようである。
以上、
四つの作品の「八橋」に関する記述を見てきた。
そこか
らは、「伊勢物語
j
第九段及ぴ多くの和歌に表
されたものとはか
なり述った 八橋」の様子が浮かぴ上がってくる。
ここで、
一っ
の問阻が生じる。従来、
阿仏尼の歌の「蜘蛛手あやふき八橋」と
一往8-
いう表現は、「八方に分れてあぶなげな八橋」などと訳
され、
多
数の橋が架かっている情崇を詠んでいる、
という解釈がなされて
いる。だが、それでは、他の作品にも記されている実際の「八橋」の僚と食い述う である。
地の文を見ると、「暗さに橋も見えずなりぬ。」とあ
り、
阿仏尼
がそのときの「八橋」の状態を目にした訳ではないことが分かる。このことから、
歌に詠まれた「蜘妹手あやふき八橋」とは、
阿仏
尼の想像上の「八橋」と うことに ろう。『うたたね」 の記述を考えると、
阿仏尼は「八橋」の現状を承知していたはずであ
る。
しかし、
その様
ではなく
、「伊勢物語」によって形成され、
多くの歌に詠み継がれてきた「八橋」のイメージでもって「蜘蛛手あやふき」
と詠んでいるのである。
実景よりも、
E伊勢物栢
j
の世界、
そして「八橋」の和歌的伝統を重視した歌であると言え
よう。
そうすると、
いささか深読みに過ぎるかもしれない
が、
歌
の前に付された「暗さに橘も見えずなりぬ。」という一文は、
実
際の「八橋」を前に、
その実尿ではなく虚構の兼を詠むためのロ
実として添えられたもののようにも感じられるのである。
最後に、
これまで見てきた①と②の記事に挟まれている「二村
山」の記事について考察していきたい
この「二村山」
の歌として
有名なのは、「後撰和歌集
j
所収の
消原諸実の歌とそれへ 返歌である。
おほやけづ
かひにてあづまの方へまかりけるほど
に、
はじめ
てあひしりて侍る女に、
かくやむごとなきみちなれば、
心に
もあらずまか
ぬるなど申してくだり侍りける
を、
のちにあ
らためさだめらるる事ありてめしかへされければ、
この女き
きてよろこぴなが とひ
につかはしたりければ、
みちにて人
の心ざしおくり 侍りけるくれはどり
といふあや
を、
ふたむ
らつつみてつかはしける
くれはとりあやに恋しく有りしかばふたむらやまもこえずなりにき
I 
， 
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唐衣たつををしみし心こそふたむらやまの関となりけめ
（『後撰和歌集」恋一＿＿・七―ニ・清原諸
実）
（同・七――――•読人知らず
）
朝廷の使いとして東国へ赴くことになった諸実は
、懇
意の女と
．の
別れを余儀なくされる。不本意な別れだがどうしよヽ？もないこ
とと、
彼は旅立つが、
その後、
命が改めて決定され、
引き返すこ
ととなった。それを間いた女は喜ぴ、
諸実の様子を辱ねる使いを
送る。対して諸実は、道中で人に贈られた「くれはどり（呉服）
」
という絹織物を二疋、
女の許へ逍わせる。
「くれはどり」は、
中国春秋時代の呉の国の織法を用いて織ら
れた絹織物のこ である。緒実の歌では初句に置かれ、
織物の
「綾」と
掛けた
「むやみに」という意の「あやに」を渫＜枕詞
と
なっている。
また、
四句目のでふたむらやま」は、
絹織物を数え
る単位「ふたむら（二疋）」が、地名「二村山」に煎ねられている
。
一方、
女の返歌では、
諾実の歌の「くれはどり」が「唐衣」と言
い換えられ、また、二句目の「たっ」には衣の縁語「裁つ」と、「出立する」意の「立つ」が掛けられてい
以上のように、
両首と
も「衣」に関す 緑語仕立ての歌となっている。特に の歌は
、
雹頼髄脳」、『五代集歌枕」、『和歌初学抄」、「袖中抄」等多く
の
魯物に引かれており、「二村山 を詠んだ歌として、
その知名度
返
し
郭公不乏といふ事を
とも
(「相楳集」季秋・ニ六
五）
(「詞花和歌集」秋•一＝＝
l.
橘能元）
からにしきふたむら山のもみぢぱをたたでこそみめ秋はすぐ
「相模集
j
の歌は、「走湯百首」における「秋の別れ」題の中の
cm9)
 
一首である。右二首は、
どちらも、
美しい紅築の様子を「錦」や
「酒錦」に例えた歌で、「疋」や「裁つ」といった「衣」の縁語も詠み込んでいる。
また、
次のような歌もある。
ん
いくらと
もみえぬもみぢの錦かなたれふたむらの山といひけ
は高かったと考えられる。
この「後撰和歌集
j
の二首により、「二村山」の歌は「衣」に
関する語を取り入れた詠み方が主流となってい
る。
以下にいくつ
か例をあげる。
武蔵国よりのぽり侍りけるに、
三河のくにのふたむら山
のもみぢをみてよめる
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ぞおもふから衣きつつなれにしつましあればはるばるきぬるたびを
し
（「山家集」秋・
三八三）
いまこそはふたむら山の郭公こゑおりはへてあやになくな
れ
（「散木奇歌集」夏部・五月・ニ六
六）
久待
月
いでながらくもにかくるる月かげをかさねてまつやふたむ
ら
の山
•こ
れらは、「錦」や「唐錦」といった織物そのものの語は無いが、「
織
り」、「綾」「重ね」といった「衣」に関係する語を詠み込んだ歌である。
このように、
「二村山」の歌は、「衣」との結びつきが強
いものが多いのである。
さて、阿仏尼の歌を見てみる。
この歌では、
初句の
「はるばる
と」が、「衣」を「張る」という糊きを持った縁語であると考えられよう。そして、「はるばる 」を「衣」の縁語として用いている歌に、
「伊勢物語」第九段⑦の「八橋」で男が詠んだ
Cは10
)
があることは、看過してはならないだろう。この歌は、「から衣」をはじめ、
「きつつ」に掛けられた「洛つつ」、「なれ」に掛けら
れた「褻れ」
「つま」に掛けられた「棲」、
そして「はる」に掛
み ち ぬれつつ
（「洞院摂政家百首和歌
j
旅五百・一六
四六）
けられた「張る」が緑語関係であり、
衣の縁語仕立ての歌として
もまず節頭にあげられる歌と言えよう
。
「二村山」には『後撰和歌位の歌、「八橋」には「伊勢物包第九段の歌という、
いずれも衣の保語仕立てで著
名な歌がある。
また、猜実 の初句「くれはどり」と、「伊勢物虹巴の「八橋
」
で男が詠んだ歌の初句「から衣」 、
共に中国から伝わった織
物
や衣とい、つ点で、通ずるものがある。そして、「二村山」
と「八橋」
とは、場所としてもさほど遠くはない。以上のようなことから、「
ニ
村山」を訪れた
阿仏尼の辿想が『伊勢物語」第九段へ、そして「
八
橘」で男が詠んだ歌へと及ぴ、「衣」 縁語として「はるばると
」
を選択するに至った可能性があるのではない
。
さらに、
為家が
「はるばると」を「衣」の縁語として用いた歌
を複数残していることも、
重要であるように感じられる
。
たぴごろもはるばるきぬるやつはしのむかしのあとにそで
も
（『詠干首和歌
j
雑二百首•10五五
）
たぴごろもかさなる霊のはるばるとのほればくだる山の
け
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i
からごろもはるばるきぬるた
ぴねにも袖ぬらせとやまたしぐ
るらん
（「後嵯峨院白河殿当座七百首和歌
j
旅宿時雨•四七四三）
「詠千首和歌
j
は、
貞応二(―二二三）年に当時二六歳の為家
が詠んだものである。その歌は古典の摂取が露わであるのが特徴とされ‘
10五五の歌は、「はる
ばるきぬる」や「やつはし」等
といった語から「伊勢物語」第九段⑦を摂取していることが明らかである。次の『洞院摂政家百首和歌」の歌
は、
貞永元（ーニ三
-Itg
二）年、
為家三五歳の詠であ
る。第九段の語を直接は取り入れて
いない
ものの、「たびごろも」や「かさな
る」
といった「衣」に
関連する語の組み合わせから、
この歌の「はるばると」も「衣」
の縁語「張 」
として解していいだろう。「七社百
首和歌」
の歌は、
北野天滴宮に奉納されたもので、
文応元（ーニ六0)年暮れから
翌弘長元（ーニ六一）年一月の間に
詠まれたもので
ある。「かき
つばた」、「からころも」
、「はるばるきにし」が第九段の語と重な
る。そして文永二（ーニ六五）年に後嵯峨浣が主催した
k
後嵯峨
院白川殿当座七百首和歌」での歌は、
「からごろも」、「はるばる
（「七社百首和歌」かきつばた・三五四五）
かきつばたそでにうつさむからごろもはるばるきにし花のななれ
きぬる」が、
第九段の語を取り入れたものである。
四首とも全て
旅の歌であり、特に『詠千首和歌
』、『七社百首和歌」、「後嵯峨院
白河敗当座七百首和歌」の一云目は、「伊勢物語
l第九段のイメー
ジを色濃く表した詠みぶりとなっている。
これらの為家の歌の存
在も、
阿仏尼が「衣」の緑語として「はるばると
」を用いるに至
った理由の―つになり得 のではないだろうか。「二村山」の前後の記事①、
②が第九段に依っていることを考
えると、
阿仏尼が「二村山」の歌に、
第九段由来の有名な古歌で
用いられている「はるばると」を用いているのは、
偶然ではない
ように感じられる。 衣」の縁語を詠み込むという「二村山」詠の伝統的な方法に則りつ
つ、
その緑語に「はるばると」が選択さ
れているのは、『伊勢物語
j
第九段を踏まえてのことであると考
えたい。
三
以上、「十六夜日記
j「路次の記」の三つの記事、「嗚海潟」、「ニ
村山」
、「八橋」について、「伊勢物語」第九段との関わりを考察
して
きた。「嗚海潟」
では、
その地を代表する景物の「干烏」に
まず目を留め、
次に同じ水烏の「都鳥」へ目を転じており
、第九
段の世界が自然な形で引き出さ 。
また、
阿仏尼は、「都
烏といふ烏の・・・・・・この浦にもありけり。」と詠嘆し、「伊勢物語」第九段の世界を象徴する「都烏」との追退に感慨を抱 ている。
- 23 -
そして、第九段中の語句を文浮や和歌に直接的に取り入れ、第九段 に 強 く 依 っ た 記 事 と な っ て い る 。 一 方 「 八 橋 」 で は 、 第 九 段 を踏 ま え た 語 句 は 和 歌 中 の 「 蜘 妹 手 」 の み で あ る 。 し か し 、 「 蜘 妹手 あ や ふ き 」 と 詠 む こ と で 、 「 う た た ね 」 や 『 春 の 深 山 路 」 に おい て 明 ら か に さ れ て い る 「 八 橋 」 の 実 保 よ り も 、 第 九 段 で 描 か れ 、ま た 、 和 歌 の 中 で 受 け 継 が れ て き た 情 漿 を 狐 視 し た 詠 作 を し て いる 。 そ し て 「 二 村 山 」 で は 、 衣 の 縁 語 を 取 り 入 れ る と い う 従 来 の
．
詠 み 方 に 従 い な が ら ｀
•第 九 段 「 八 橋 」 で 男 が 衣 の 縁 語 「 張 る 」 に
掛 け て 用 い た 「 は る ば る と ] を 詠 み 込 む こ と で 、 『 伊 勢 物 語 」 第九 段 を 饗 か せ て い る 。 さ ら に 、 阿 仏 尼 が 「 は る ば る と 」 を 用 い た背 景 に は 、 夫 為 家 の 歌 の 影 響 が あ る こ と も 考 え ら れ る 。
「 嗚 海 潟 」 で の 「 都 烏 」 や 、 「 八 橋 」 が 、 『 伊 勢 物 語 」 第 九 段 の
表 現 ・ 枠 組 み に 依 拠 す る 形 で 記 さ れ る の は 、 ご く 自 然 な こ と で あろ う 。 注 目 す る べ き な の は 、 「 伊 勢 物 語 」 に は 出 て 来 て い な い 場所 で あ る 「 二 村 山 」 の 記 事 で あ る 。 そ の 和 歌 を 見 る と 、 「 二 村 山 」詠 の 伝 統 と 、 第 九 段 中 の 著 名 な 古 歌 の 語 と が 重 な っ て い る 。 前 後の 「 嗚 海 潟 」 と 「 八 橋 」 の 記 事 の 内 容 を 勘 案 す れ ば 、 そ れ は 偶 然で は な く 、 意 図 的 な も の で あ る と 考 え る こ と は 十 分 可 能 で あ ろ う 。阿 仏 尼 は 「 二 村 山 」 に も 第 九 段 の 要 素 を 取 り 入 れ 、 述 続 す る 一 二 つの 記 事 を 「 伊 勢 物 語 」 の イ メ ー ジ で ま と め た の だ と 考 え ら れ る 。
注1 「 聞 く か ら に あ は れ な る み の さ 夜 千 島 霧 立 つ な み に 末 の 松 風
(E
最
勝 四 天 王 院 障 子 和 歌 」 嗚 海 捕 ． ＝ ― - 三 一 一 ・ 俯 正 慈 円 ） 」 、 「 た
ぴ 衣 日
も 夕 暮 に 嗚 海 が た 浦 風 さ む み 千 ど り 嗚 く な り （ 同 ・ 三 三 四 ・ 俊 成孵 女 ） 」 、 「 夕 霧 に 友 と な る み の う ら ち ど り 跡 な き 方 の 塩 ひ を ぞ
と
ふ （ 同 ・ 三 三 八 ・ 雅 経 朝 臣 ） 」
2川
村 晃 生 、 久 保 田 淳 「 和 歌 文 学 大 系 』 （ 明 治 世 院 、 一 九 九 八 年 一
二 月 ）
3新
日 本古 典 文 学 大 系 （ 岩 波 曹 店 ） 、 新 絹 日 本 古 典 文 学 全 集 （ 小 学
館 ）
よ
り
。
4田
渕 句 美 子 「 阿 仏 尼 と そ の 時 代 『 う た た ね
j
が 語 る 中 世 」 （ 臨 川
符 店 、 1 1 0 0 0 年 八 月 ）
5「
続 古 今 和 歌 集 」 樅 旅 ・ 九 一 二 三 に 、 安 嘉 門 院 右 衛 門 佐 と し て 「
さ
て も わ れ い か に な る み の う ら な れ ば お も ふ か た に は と ほ ざ か る らん 」 の 歌 が あ り 、 詞 店 は 「 お も ふ こ と 侍 り け る こ ろ 、 父 平 度 繁 朝臣 と ほ た あ ふ み の く に に ま か れ り け る に 、 心 な ら ず と も な ひ て
、
な る み の う ら を す ぐ と て よ め る 」 と な っ て い る 。 ま た 、 「 う た た ね 」に は 、 初 句 を 「 こ れ や さ は 」 と し た 歌 が 「 嗚 海 の 浦 」 で 詠 ま れ ている
。
6 「 路 次 の 記 」 で は 、 三 河 国 の 宮 路 山 に て 「 こ の 山 ま で は 、 昔 見 し
心 地 す る 。 」 、 同 じ く 三 河 国 の 引 馬 の 宿 （ 浜 松 ） に て 「 親 し と 言
ひ
し ば か り の 人 々 な ど も 住 む 所 な り 。 住 み 来 し 人 の 而 影 も 、 さ ま ざま 息 ひ 出 で ら れ て 、 又 め ぐ り あ ひ て 見 つ る 命 の 程 も 返 す 返 す あ はれ な り
。」 、 駿 河 国 の 宮 士 山 を 見 て 「 富 士 の 山 を 見 れ ば 、 煙 立 た ず 。
昔 、 父 の 朝 臣 に 誘 は れ て 、 「 い か に 嗚 海 の 捕 な れ ば 」 な ど 詠 み し 頃 、
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8 
（たまき
なつめ
岡山大学大学院社会文化科学研究科）
遠江国までは見しかば、
富士の煙の末も、朝夕たしかに見えしも
のを、
．．．．．． 
」等と阿仏尼は回顧している。
なお、「いかに鳴海の
捕なれば」とは、
注3の自詠を指す。
田渕句美子「阿仏尼とその時代」（注2参照）、「阿仏尼」（二00九年―二月）武内はる恵、林マリヤ、
吉田ミスズ「相模集全釈」（風間柑
房、
]九九一 ――月）
9新
福日本古典文学全染（小学館）の岩佐美代子氏の
訳。
10R古今和歌集
j
屈旅•四一0に作者在原業平として入る。
11佐
朕恒雄r藤原為家研究」（笠間柑院、
二00八年九月）他。
12佐
藤恒雄『藤原為家全歌集」 風IUJ也
房、
二00-＿年三月）
付記
「十六夜H記
j
及び、百＂勢物語」、「更級日記」、「海迫記」、
「春の深
山路」本文の引用は、新紺日本古典文学全集（小学館）に拠る。「うたたね」本文の引用は、新日本古典文学大系（岩波術店）に拠る。
ま
た、
藉原為家の和歌の引用・歌番号については、
佐藤恒雄「藤原為家
全歌染」に拠る。
それ以外の勅
撰集、
私検集、
私家梨、
定数歌等の引
用・歌番号については、「新楼国歌大観Jに拠る。
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愛知教育大学大学院国語
研究（愛知教育大学大学院国語教育専
攻）二四愛知県立大学
上・下（山崎勝昭若、
ユニウス、
二0一六年三月）
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説林（愛知県立大学国文学会）六四
愛知淑徳大学国語国文（愛
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四六、
四七、
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六
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一三0、
一三一、
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